
1

第２回竹岡小学校保護者説明会会議録

１．日時 平成２９年３月１５日（水）１９：００開始

２．会場 竹岡コミュニティセンター

３．教育部参加者

岡根教育長、能城教育部長、今井学校教育課長、鶴岡教育総務課長、竹谷教育センタ

ー所長、須藤学校教育課主幹、鈴木教育センター主幹、大畑教育センター指導主事、

刈込教育総務課課長補佐、福原教育総務課主任主事

４．保護者参加者 １１名

５．会議録 進行：鈴木教育センター主幹

発言者 発 言 内 容
能城部長

岡根教育長

須藤主幹

保護者

須藤主幹

保護者

須藤主幹

保護者

須藤主幹

保護者

今井課長

１ 開会の言葉

２ 出席者紹介

３ 教育委員会あいさつ

４ 「アンケート結果及びＱ＆Ａ」についての説明

５．質疑
バスでの送迎をしてもらえると言うことであるが、国道沿いは危険であ

る。乗降場所やルートはどのように考えているのか。

安全な場所を保護者との協議を重ねながら検討する予定である。

乗降場所は２・３か所なのか。

個別の再配置計画で協議する中で、児童生徒の安全面を優先して考えな
がら決定していく。

P25 のＱ25 にある、文科省が適正規模とする学級数が分からないので教
えてほしい。

現行の学校規模の標準は12～18学級である。小学校では学年２学級以上、
中学校では学年４学級となっているが、市では、地域の実情等に考慮し、
小学校では複式学級の解消、中学校では２学級以上、を基準とした。

複式学級の解消だけを考えた場合、20 年後にも同じようなことが予想さ
れる。複式の解消ということだけではなく、魅力ある学校づくりをお願い
したい。

小学校において、人数も大切ではあるが、通学時間も大切である。文科
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鈴木主幹

保護者

今井課長

保護者

今井課長

保護者

今井課長

保護者

今井課長

岡根教育長

保護者

今井課長

須藤主幹

保護者

今井課長

保護者

省では、通学時間は概ね１時間以内を目安に考えているが、小学校１年生
にその時間を耐えることができるか。今後 20 年後や 30 年後には、更に検
討することになるが、通学距離や時間を考慮していくことも大切と考える。

意見が出ないようでありますが。今後の個別の再配置計画の方で保護者
の意見を反映させていきたいと考えている。何か意見などあればお願いし
たい。

今の意見で、保護者全体が再配置・統合に合意したととらえるのか。

アンケートの結果、今まで行ってきた説明会の中で、統合することがで
きない大きな課題がでない限り再配置を進めていきたいと考える。

今回の説明では、反対意見に対して解決していない。答えていない。

何を指して、答えていないということなのか教えて頂きたい。

『（富津市小中学校再配置計画（案）に係る当該当保護者アンケート結果
及びＱ＆Ａ）』に書かれている、反対意見にどのように対応していくつもり
なのか。

保護者の質問・意見など対して、市としての考えを、このＱ＆Ａに示し
たつもりである。

反対意見全てに答える必要はないが、このＱ＆Ａで対応したと考えてい
るととってよいのか。

市としてはそう考えている。

重複してもかまわないので、どんどんと意見を出してほしい。そのため
の説明会であるＱ＆Ａに書かれていることでもかまわない。

スクールバスについて質問します。バスでの通学時間は通常30分位、所々
で児童生徒を乗降させる時間も考慮すると片道１時間以内におさまるのか。

できるだけ短時間での通学にしたいとは思うが、児童生徒の乗降の安全
を考慮していくと乗降に時間をかけることになる。今後、保護者と安全面
についても協議を重ねていきたい。

市としても、バスの予定ルートを実際に走行してみた。乗降時間のため
の時間を 10 分と考えた場合、1ルートは 40 分位、もう一つのルートは 25
分位と考えている。あくまで私たちの試算ではあるが。

今後、バスの通学案として、詳細なものがでるということなのか。

その通りである。

その年々によって、児童の乗降場所は変わる。それらにも対応してくれ
るのか。
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今井課長

保護者

今井課長

保護者

今井課長

保護者

今井課長

保護者

保護者

今井課長

能城部長

今現在、旧関豊地区でスクールバスを運行しているが、子どもの実情に
合わせて運行をしている。

体操大会、陸上競技、部活動等、子どもたちの活動は様々である。スク
ールバスは、それらにも対応してくれると言うことなのか。

現在、環小と天羽東中でも、臨機応変に対応して運行している。可能で
ある。

まだ、保育園に子どもを入れていない友人がいる。このまま再配置が進
むと１年目は竹岡小に、２年目は湊小に通うこととなるが、自分の意見が
言えないと言っていた。そのような人たちが他にもいると思うが、そのよ
うな人たちの意見を吸い上げられないのか。

保育所に通っている家庭には対応してきたが、通わせていない家庭まで
はフォローできていなかった。その友人に学校教育課の電話番号を教えて
あげてほしい。

自分の友人には伝えられるが、市として他部署と連携してもらい、漏れ
落ちのないようにしてほしい。

市として地区説明会も開催した。また、地区回覧を見てもらえば参加し
てもらえたと思う。今後も地区回覧や市のＨＰ、広報ふっつでも周知して
いきたい。

自治会に加入していない家庭へは、地区回覧などまわらない。以前、高
齢者の方で、自治会に参加しておらず、ゴミの収集日などを知らずに捨て
ていた等の事例があった。

再配置案の（案）はいつ消えるのか。決定は誰がするのか。

この説明会などで丁寧に説明・報告をしながら、最終的には教育委員会
議にて決定し次第（案）を外していく。

６．閉会の言葉


